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１． はじめに

　アジアパシフィック地域は、長期にわたり資産

運用ビジネスにおいて大きな市場であった。北米

と欧州をベースとしたグローバルな運用会社、お

よび日本のローカル運用会社は、アジアパシフィ

ック地域の投資家需要を拡大する主要な役割を果

たし、現在約８兆米ドルの資産運用額（AUM＝

Asset Under Management）を有している（図表１）。

さらに、アジアパシフィック市場は、これまで例

をみないような経済発展と成長に伴い、20年ま

でに、年率平均９％で拡大し、約13兆米ドルに

達すると見込まれる。

　14年のアジアパシフィック地域における資産

運用額（AUM）の国別シェアを見ると、日本（34％）

が最大の市場であり、次いでオーストラリア

（20％）、中国（18％）となっている（図表２）。

　しかし、運用会社の収入（運用報酬）は必ずし

も運用資産残高に比例していない。国によって各

資産クラスの報酬率がかなり異なるからである。

収入へのインパクトという観点では、中国（含香

港）は、総じて高い報酬率によりアジアパシフィ

ック地域のネットフィー収入の25％以上を占め

（図表３）、今後５年間で最大の年平均増加率を達

成すると予想されている。したがって、アジアパ

シフィック地域での経営戦略では、既に同地域で
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